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　南極ドームふじ近傍は、Oldest Ice （100万年を上回る年代をもつ最古のアイスコア）の掘削候補地として

着目されている地域である。日本の南極観測では、1980年代からこの近傍のアイスコア研究と雪氷環境研究

にダーゲットをしぼった観測研究をおこない、1990年代と2000年代にわたり２本の深層アイスコアを取得し

た。将来に掘削を計画するOldest Iceの掘削候補地の同定には、氷床表面環境、内部環境、底面環境の入念な

観測とデータの検討が必要である。私達は、これまでこの地域で日本が実施してきた観測データをまとめ、氷

床内部層の３次元構造の分析をすすめている。その結果、氷床内部に蓄積された歪みのパターンは、現在の

ドームふじの南方に過去のドームがあることを示唆した。さらに、最終氷期のLGM以降に堆積した雪の量

は、強い南北勾配をもち、北方すなわち海側ほど堆積が多いことがわかった。最終氷期の当年代面を氷床表面

とした地形図を作成すると、氷期の氷床ドームは現在のドームふじの南方約60kmの、氷下に山塊のある地域

に出現した。研究発表ではデータ分析の最新状況を示す。
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